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令和７年度第２回府中市保健計画・食育推進計画推進協議会 

議事録 

日時：令和８年３月１８日（水） 

午後６時４５分～ 

     場所：保健センター１階第１・第２母子保健室 

 

■出席者  

No. 氏名 選出区分・選出団体 

1 藤原 佳典 学識経験者・独立行政法人東京都健康長寿医療センター研究所 

副所長 

2 日田 安寿美 学識経験者・東京農業大学 

3 井手 徳彦 医療・府中市医師会 

4 黒米 俊哉 医療・府中市歯科医師会 

5 小澤 量 商工・むさし府中商工会議所 

6 横堀 雅幸 株式会社セブン-イレブン・ジャパン 

7 河内 雄一郎 マインズ農業協同組合  

※R7.8.1 人事異動により古正委員より変更 

8 田邉 純子 運動・府中市立介護予防推進センター 

9 山田 五月 行政・多摩府中保健所 

10 梶原 かおる 公募委員・市民 

11 平河 弘子 公募委員・市民 

 

事務局：副市長 古森 

福祉保健部長 佐藤 

    福祉保健部次長 梶田 

健康推進課長 若山 

健康推進課長補佐 大塚 

健康推進課成人保健係長 齊藤 

保健師 古谷（健康推進課・成人保健係） 

保健師 須貝（健康推進課・成人保健係） 

保健師 佐藤（健康推進課・成人保健係） 

歯科衛生士 山田（健康推進課・成人保健係） 

栄養士 中鉢（健康推進課・成人保健係） 

栄養士 松村（健康推進課・成人保健係） 

富士通株式会社 東 

富士通株式会社 井加田 
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※協議会規則第４条の２項により委員１３名のうち、１１名が出席しているため、本協議 

会は有効となる。 

 

■進行：事務局 

 １ 開会宣言  

・開催における注意事項  

・配布資料確認 ※配布資料は別添参照 

２ 傍聴者数１名 

 

１ 挨拶 （副市長） 

 はじめに、会議の開催に当たり、ご挨拶申しあげます。副市長、よろしくお願いいたし

ます。 

 

市長が出張により出席できないため、挨拶を代読させていただきます。 

本日は、お忙しい中、府中市保健計画・食育推進計画推進協議会にご出席を賜り、誠に

ありがとうございます。また、委員の皆様におかれましては、日頃から本市の市政運営に

ご理解、ご協力をいただいておりますことに、心より御礼申しあげます。 

さて、近年、少子高齢化の進展や大規模災害の頻発などへの対策が全国的に課題とされ

ており、保健・食育分野においても、健康寿命の延伸や災害対策の充実などがこれまで以

上に求められているところでございます。 

こうした中、本市におきましては、現行の「第３次府中市保健計画・第３次府中市食育

推進計画」の計画期間が、令和８年度をもって満了を迎えることとなります。この後、市

長からの諮問書をお渡しさせていただきますが、委員の皆様には、次期計画において本市

が目指すべき方向性について、それぞれのお立場から様々なご意見を賜りながら、ご審議

いただきたく存じます。 

市民の皆様が、世代を超えて健康に暮らせるまちの実現に向け、委員の皆様には、変わ

らぬお力添えを賜りますよう、お願い申しあげます。 

 結びに、本日ご参加の皆様の、より一層のご健勝とご活躍を心より祈念いたしまして、

ご挨拶とさせていただきます。 

令和８年３月１８日  府中市長 高野 律雄（代読） 

 

２ 諮問 【事務局】 

続きまして、次第２「諮問」に移らせていただきます。今回の協議より、令和９年度か

ら令和１４年度を計画期間とする「第４次府中市保健計画」及び「第４次府中市食育推進

計画」の骨子等を検討していただくこととなっております。このため、この場をもちまし

て、市長から会長へ諮問書の伝達をさせていただきます。 

なお、市長は公務により欠席しておりますので、今回は副市長より代理として諮問書を
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お渡し致します。 

 会長、お席の前へお願いいたします。 

 

 府中市保健計画及び食育推進計画について諮問 

府中市附属機関の設置等に関する条例第３条の規定に基づき、次の事項について、府中

市保健計画・食育推進計画推進協議会において審議し、答申してください。 

１ 諮問事項 

第四次保健計画及び第四次食育推進計画の策定に関すること 

２ 答申期限 

令和８年１０月３１日 

 

なお、副市長は、都合によりこちらで退席させていただきます。何卒ご了承いただきま

すよう、お願い致します。 

それでは、以後の進行につきましては、会長にお願い申し上げます。どうぞよろしくお

願い致します。 

 

■これより、議事進行は会長となる。 

 

【会長】 

それでは、ここからは私が議事の進行を行います。まず、高野市長より諮問書をいただ

きました。皆さんと一緒に内容を確認したいと思いますので、諮問書の写しを皆さんにお

配りします。 

 

【会長】 

記載のとおり、府中市からの諮問事項は「第４次府中市保健計画及び第４次府中市食育

推進計画を作成すること」とされており、令和８年１０月３１日までに答申するというこ

とでございます。タイトな日程でございますので、皆さんのご協力をいただいて検討して

まいりたいと思います。 

諮問事項について、気になる点や不明な点などございますか。 

それでは、ないようですので、先に進めさせていただきます。次第３ 議事（１）前回

の議事録について、事務局より説明をお願いします。 

 

３ 議事 

（１） 前回の会議録について 

前回の会議録について、ご説明いたします。 

資料１をご覧ください。こちらにつきましては、協議会終了後、委員の皆様に内容をご

確認いただき、修正点を反映したものになります。ご承認いただけましたら、所定の手続
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きの上、会議録の公開を予定しておりますので、よろしくお願いいたします。なお、会議

録の公開につきましては、ふるさと府中歴史館 2 階市政情報公開室、市内図書館、市ホー

ムページ等で公開する予定です。会議録においては、発言者の氏名は記載せず、会長につ

いては「会長」と、それ以外の委員の方々については単に「委員」と表記させていただい

ておりますのでご承知おきください。 

  説明は以上となります。 

 

質疑応答 

【会長】 

ご質問、ご意見いかがでしょうか。よろしいでしょうか。 

では、特に修正はないようですので事務局にて公開の手続きをお願いいたします。 

続きまして、議事（２）につきまして、事務局より説明をお願いいたします。 

 

（２） 令和６年度構成事業評価まとめについて 

はい、会長。令和６年度関連事業実施状況調査について、ご報告いたします。資料２

１（１）第３次府中市保健計画をご覧ください。 

今回の事業評価においては、保健計画と食育推進計画に構成される各事業の、「目的に対

する達成度合い」と、「事業の次期計画における方向性」について評価を行いました。 

評価は、事業の担当課に書式をお送りして自己評価をいただき、それを回収、適宜内容

の問い合わせをして確定しました。そしてこの資料では、保健計画と食育推進計画の基本

方針ごとに、その配下にある事業の評価結果を集計しております。 

では、まず、保健計画の目的に対する達成度合いについてご報告します。 

目的に対する達成度合いは、「目的を達成した」「現時点で目的を達成していないが、改善

傾向にある」「目的を達成しておらず、変わらない」「目的を達成しておらず、悪化してい

る」の 4 段階で評価をいただきました。事業の目的は何かということをまず検討いただい

た上で、その目的の内容を達成しているかどうか・目的の達成に寄与したかどうかで評価

をいただきました。 

基本方針１「健康づくりの意識を高める」の配下には２１事業あり、そのうち７事業が

「目的を達成した」、１２事業が「現時点で目的を達成していないが、改善傾向にある」、

２事業が「目的を達成しておらず、変わらない」と評価されました。 

基本方針２「ライフステージの特性に応じた健康的な生活習慣を実践する」の配下には

２０事業あり、「目的を達成した」が１３事業、「現時点で目的を達成していないが、改善

傾向にある」が７事業となっています。また事業の例として「健康応援ウォーキングマッ

プ」事業が「現時点で目的を達成していないが、改善傾向にある」と評価されており、具

体的には「更新マップは『ノルディックでつながる会』と協働で作成できている。また、

配布部数は増加傾向にある。」と回答いただいています。 

基本方針３「市民自らが健康を管理する」の配下には３８事業あり、「目的を達成した」

が２１事業、「現時点で目的を達成していないが、改善傾向にある」が１６事業、「目的を

達成しておらず、変わらない」が１事業となっています。 

基本方針４「新たな時代におけるソーシャルキャピタルの発展」の配下には１８事業あ
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り、「目的を達成した」が１３事業、「現時点で目的を達成していないが、改善傾向にある」

が５事業となっています。 

事業の例として、「元気いっぱいサポート事業」が「現時点で目的を達成していないが、改

善傾向にある」と評価されており、具体的には「サポーターへの情報周知やリーダー養成

等を実施しており、サポーターやリーダーの活動の場について今後整備していく」と回答

いただいています。 

では考察の部分について、事務局よりお願いいたします。 

「目的に対する達成度合い」 

考察につきまして、ご説明させていただきます。９割以上の事業が、「目的を達成した」

「現時点で目的を達成していないが、改善傾向にある」と評価されていいます。知識の普

及啓発によって市民自ら健康を意識する機会を創出する、健康教育事業は、年度を通して

６３６人に対し講座を行い、後日配信も行ったなど、目的を達成しました。また、こころ

の健康への意識や早期対応、相談窓口の情報入手を目的とする自殺対策事業では、市内小・

中学生向けに「SOS の出し方に関する教育」を市内中学校２校、令和６年度初めて市内小

学校１校で実施するなど、事業の充実に取り組んできており、市内小学校では、市で支援

している自主グループ「おはなしブーメラン」が読み聞かせを実施しました。今後も継続

していく必要があるとして改善傾向にあるとの評価としています。ソーシャルキャピタル

の醸成推進を目的とした元気いっぱいサポート事業では、元気いっぱいサポーターリーダ

ー養成講座やリーダー会を実施するなど養成が進んでおり、今後活躍の場を検討していく

として改善傾向にあると評価しています。 

続きまして裏面、事業の次期計画における方向性についてご報告します。 

方向性は、「拡充」「改善」「継続」「縮小」「休廃止」の５段階で評価をいただきました。

そのうち「拡充」は事業の対象や実施回数など、事業規模の拡大を予定しているものです。

そして「改善」は、事業規模は概ね変わりませんが、方法や内容の充実、変更を伴うもの

です。 

はじめに、基本方針１では「拡充」が１事業、「改善」が１０事業、「継続」が８事業、

「休廃止」が２事業となっています。 

基本方針２では、「拡充」が１事業、「改善」が７事業、「継続」が１１事業、「休廃止」

が１事業となっています。 

基本方針３では、「拡充」が８事業、「改善」が１３事業、「継続」が１７事業となってい

ます。 

基本方針４では、「拡充」が１事業、「改善」が７事業、「継続」が１０事業となっていま

す。 

事業の例として、「元気いっぱいサポート事業」が「改善」と評価されており、具体的に

は、「元気いっぱいサポーターおよび元気いっぱいサポーターリーダーの増加のために周知

をしていく。また、活動の場を提供できるように講座や連携を検討していく」と回答いた

だいています。 

では、考察の部分について事務局よりお願いいたします。 

「事業の次期計画における方向性」 

考察につきまして、ご説明させていただきます。９割以上の事業が、次期も現状の取り組
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みを「継続」、あるいは「拡充」「改善」して事業を続けるとしています。例えば、がん検

診事業においては、令和７年度より大腸がん・乳がん検診を個別検診に移行するかたちで

拡充をし、受診率及び精検受診率向上を目指すこととしています。また、「改善傾向にある」

自殺対策事業では、第２次府中市自殺総合対策計画に基づき、市内大学との連携や専門職

向けゲートキーパー研修の実施、職域に向けた啓発等を実施するなど事業内容を改善する

方向を見込んでいます。同じく「改善傾向にある」元気いっぱいサポート事業では、今後

サポーターの活躍の場を検討していくほか、現在連絡手段としている郵送をメールなどの

方法で活用できないかを含め検討していくとして、「改善」と評価しています。 

続きまして、資料２２（１）第３次府中市食育推進計画をご覧ください。食育推進計画

も、保健計画と同様に評価を行いました。 

まず、目的に対する達成度合いですが、基本方針１「健康寿命の延伸に向けた食生活の

意識を高める」の配下には３１事業あり、「目的を達成した」が２２事業、「現時点で目的

を達成していないが、改善傾向にある」が６事業。「目的を達成しておらず、変わらない」

が３事業となっています。 

基本方針２「ライフステージの特性に応じた食生活を実践する」の配下には４９事業あ

り、「目的を達成した」が 38 事業、「現時点で目的を達成していないが改善傾向にある」が

９事業、「目的を達成しておらず、変わらない」が２事業となっています。 

事業の例として、「食生活応援講座」事業が「現時点で目的を達成していないが、改善傾向

にある」と評価されており、具体的には「各回の参加者は少なかったが、参加者からは講

座の中で得た学びを今後の食生活に取り入れていきたいという感想が多く寄せられ、意識

づけや啓発につなげることができた」と回答いただいています。 

最後に基本方針３「地域や関係機関との連携・協働による食育を推進する」の配下には

３９事業あり、「目的を達成した」が２３事業、「現時点で目的を達成していないが、改善

傾向にある」が７事業、「目的を達成しておらず、変わらない」が９事業となっています。 

事業の例として「親子ふれあい農園」事業が「目的を達成した」と評価されており、具体

的には「参加者アンケートでは満足度が高く、農地や農業に対する理解が深まったとの意

見が多数確認された」と回答をいただいています。 

では考察の部分について、事務局よりお願いいたします。 

「目的に対する達成度合い」 

考察について、ご説明させていただきます。基本方針３を除いて、９割以上の事業が「目

的を達成した」「現時点で目的を達成していないが、改善傾向にある」と評価されおり、市

全体としては概ね計画どおり事業が推進されている状況であると考えられます。庁内で市

の食育に関する課題を共有し、関係部署が連携して普及啓発活動を行うことを目的として

いる庁内栄養士連絡会では、これまでの取組に加え、農業まつりにて、初めてレシピ集の

配布と合わせて試食配布を実施するなど、組織横断的に食育の啓発を行ってきており、目

的の実現に向け改善傾向にあるとして今後も取り組みを継続していく考えです。一方、「目

的を達成しておらず、変わらない」と評価された事業については、担い手不足や実施場所

の確保といったハード面の要因が影響しているほか、新型コロナウイルス感染症拡大防止

の観点から開催をしなかった事業などがあり、今後の再開を検討している事業もありまし

た。 
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続きまして裏面、事業の次期計画における方向性についてご報告します。食育推進計画

も、保健計画と同様に評価を行いました。 

基本方針１では「改善」が１２事業、「継続」が１６事業、「休廃止」が３事業となって

います。このうち、事業の例として「健康教育」事業は「改善」と評価されており、具体

的には「事業内容について、同様のテーマの繰り返しとならないよう検討する必要がある」

こと、「実施方法について、市民が参加しやすい開催方法や日程を検討していく」と回答い

ただきました。 

基本方針２では、「拡充」が４事業、「改善」が２０事業、「継続」が２３事業、「休廃止」

が２事業となっています。 

そして、基本方針３では、「拡充」が２事業、「改善」が９事業、「継続」が２２事業、「縮

小」が１事業、「休廃止」が５事業となっています。 

では考察の部分について、お願いいたします。 

「事業の次期計画における方向性」 

考察について、ご説明させていただきます。９割程度の事業が、次期も現状の取り組み

を「継続」、あるいは「拡充」「改善」して事業を続けるとしています。例えば、「手前どり

POP の設置」事業では協力先を現在のコンビニエンスストア２社以外にも拡大するとして、

次期の方向性を「拡充」としています。また、隔年実施のため令和６年度は未実施であっ

た食育推進リーダー育成事業では、地域に密着した食育推進の担い手を養成することによ

り、幅広い推進が可能になるため引き続き「継続」するとし、養成後の食育推進リーダー

が円滑に活動できるよう、活動の場や機会の確保、関係部署との連携体制の整備など、活

動を支援する環境づくりにも取り組んでいく考えです。 

 

【会長】 

ありがとうございました。ただ今までのご説明に対しまして、委員の皆様からご意見コ

メント等いかがでしょうか。 

 

【委員】 

保健計画のところで、先ほどがん検診の話が出まして、保健センターも色々変わり、大

腸がん検診が集団から個別に変わったのですね。世の流れと言えば流れですし、色々な事

情があってそういう形になっていますけれども。まだ始まったばかりなので、今年度、来

年度でその受診率や、二次検診に行った方の数などが明らかになれば良いかと思います。

変わったと言えば変わったというところですので、この推進計画や協議会などでお知らせ

いただけたら有難く思います。あとは基本的にはだいたい皆さん「継続」ということにな

っていて、だいぶ色々なコロナなどの影響もなくなって、現地開催や、対面で何かすると

いうものは従来通りになったというイメージなのですけれど、もうコロナによる影響はな

いということでよろしいでしょうか。 

 

【会長】 

事務局、二点がん検診のことと、諸事業のコロナの影響に関しましてご回答いかがでし

ょうか。 



8 

 

 

【事務局】 

会長。がん検診について大腸がん検診と乳がん検診について今年度から医師会さんの医

療機関のほうに外出しをさせていただいて、こちらのほう実施させていただきありがとう

ございました。受診率のほうにつきましては１月末で事業が終了しているのですが今集計

をさせていただいて確定値というかたちで、次回の協議会のところで数値等はお示しさせ

ていただければと思っております。一応、集計したものをお伝えいたします。また、コロ

ナに関して最近の事業への影響というところですけれど、最近そのコロナ禍において実施

していたような感染症対策というところまでは実施していないとことや、感染症が例えば

インフルエンザなど流行することがございましたけれどもそのなかで事業を中止にしよう

というところまでは至ってないようなところでございます。 

 

【会長】 

はい、では他にはいかがでしょうか。 

 

【委員】 

第三次府中市保健計画のところで、３番のところでかかりつけ医というのもありますよ

ね。もって定期的にというところですが、この中でかかりつけ薬局とかそういうところの

考え方はどうなのですか。今、同じ薬が処方できるような薬局の体制ができているので、

その辺は今後どうなっていくのでしょうか。 

 

【会長】 

事務局いかがでしょうか。かかりつけ医の項目のところですけれど、かかりつけ薬局あ

るいはかかりつけ歯科医も非常にこの頃言われておりますが、そのあたりのどこまで包含

した定期的受診というところになるかということです。 

 

【事務局】 

会長。かかりつけ医・かかりつけ歯科医・かかりつけ薬局についてでございますが、こ

ちら現行の計画においては、こちらのかかりつけ医・かかりつけ歯科医・かかりつけ薬局

の定着の促進というところを具体的取組の一つに定めておりまして、具体的には全戸配布

しております健康応援ガイド等でそういったものを周知させていただいたりですとか、歯

科医療連携推進事業において歯科医師さんに協力してもらいながらそういった取組を行っ

ております。かかりつけ医・かかりつけ歯科医・かかりつけ薬局をもつことによって地域

でその方が安心して生活できる環境を整えることができると思っておりますので、引き続

き推進していきたいと思っております。 

 

【会長】 

ありがとうございます。かかりつけ医・かかりつけ歯科医で基本的にそちらで処方され

たものをかかりつけ薬局で処方されますので、ほんとに３つがトライアングルみたいな形

かなと思います。特に最近ではかかりつけ薬局などでも地域においてまちの保健室的な機
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能でお客さんが空いているときに健康相談とか健康度の測定などをされているところもあ

るようですので、これもほんとに大事なものだと思います。ありがとうございます。はい、

他はいかがでしょうか。 

     

【委員】 

食育推進計画の２のライフステージの特性に応じた食生活を実践するというところで、

休廃止になっている保育所の巡回歯科保健指導というのがあるみたいですけど、こちらは

特に歯科医師会とのタイアップしている事業ではないのですが、どんなことをやってどの

辺が悪くて休廃止になったのか分かれば参考のために教えていただきたいと思います。 

 

【会長】 

はい、では事務局いかがでしょうか。 

 

【事務局】 

はい会長。こちらの事業ですが、子ども家庭支援課が実施している事業になります。保

育所に市の歯科衛生士がうかがって、歯科保健指導などを通っているお子さんたちに向け

て行っていたと聞いておりますが、コロナ禍において実施が難しくなったことから、日中

の保護者である園の保育士ですとか看護師へのアプローチに転換して実施するようになっ

たと聞いております。こちらの事業自体は休廃止となっておりますが保育所等へのアプロ

ーチは市として続けているというように聞いております。以上でございます。 

 

【会長】 

いかがでしょうか。 

 

【委員】 

よく分かりました。ありがとうございました。 

 

【会長】 

保護者とか保育士へのアプローチになったということですね。ありがとうございました。

他はいかがでしょうか。保健計画のほうで休廃止になっている事業で、協働講座の多様性

社会推進課のほうで休廃止になった経緯というものをご説明いただければと思います。い

かがでしょうか。 

 

【事務局】 

ご質問ありがとうございます。こちらに関しましては、登録している団体から講座を開

催するというようなオーダーがあった場合に実施しているものになりまして、令和６年度

は団体から講座の申込がなかったというところで、休廃止というような評価になっている

ところでございます。 
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【会長】 

これはもしリクエストがあった場合にはどういう内容の講座になるのでしょうか。多様

性社会推進課さんが主管されているコラボの講座というところでちょっとイメージが湧き

にくいかと思うのですが、どんなことが該当するのでしょうか。 

 

【事務局】 

むくみに関する講座ですとか、おしりの筋肉を鍛えるといったおしりの健康に関する講

座に具体的にはなっております。 

 

【会長】 

これはリクエストがあればまた復活するかもしれない、そういう理解でよろしいですか。 

 

【事務局】 

そうでございます。 

 

【会長】 

ありがとうございます。他はいかがでしょうか。 

 

【委員】 

私たちも社会登録団体に食育推進リーダーパプリカとして登録しております。出前講座

というシステムがあり、例えば何かやりたいときには栄養士さんに色んな講座を開いても

らっており、よくそういうシステムを使っています。 

 

【会長】 

はい、ありがとうございます。他はいかがでしょうか。よろしいでしょうか。ひとまず

次の審議の方に進ませていただきます。（３）令和７年度「健康と安全・安心な暮らし」に

関する市民アンケート調査の実施について（報告）、事務局より説明をお願いします。 

 

（３）令和７年度「健康と安全・安心な暮らし」に関する市民アンケート調査の実施につ

いて（報告） 

令和７年度「健康と安全・安心な暮らし」に関する市民アンケート調査の実施について

（報告）についてご説明いたします。本日、机上にてお配りさせていただきました、資料

３をご覧ください。 

前回の令和７年度第１回協議会にて、速報をお示ししておりましたが、お手元の資料３

のとおり、報告書としてまとめました。 

調査結果につきましては、次期第４次計画策定にあたる基礎資料として、活用してまい

ります。 

委員の皆様におかれましては、本調査の実施にあたり、調査項目の設定から調査結果の

集計等にあたるまで、様々なご意見等賜り、ありがとうございました。 

説明は以上です。 
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【会長】 

ありがとうございます。それではただいまの報告書に関しまして、ご質問、ご意見等は

ございますか。追加報告書のところから、目立って変更があったところは特にはないです

か。中間報告をいただいた後ですね。大きな変更はないということですか。 

 

【事務局】 

そうですね。前回の協議会でお示しさせていただきました速報値のところを詳細にまと

めた報告書になっております。かなりボリュームがございますので、この後お時間がある

時にご確認いただければと思います。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

 【会長】 

 はい。ありがとうございます。ではひとまず続きまして、次に進みたいと思います。続

きまして、（４）第４次府中市保健計画・第４次府中市食育推進計画における骨子（案）に

ついて、事務局より説明をお願いします。 

 

（４）第４次府中市保健計画・第４次府中市食育推進計画における骨子（案）について 

第４次府中市保健計画・第４次府中市食育推進計画における骨子（案）についてご説明

いたします。資料４をご覧ください。 

 保健計画からご説明させていただきます。 

１点目、現行計画、基本方針の「１ 健康づくりの意識を高める」「２ ライフステージ

の特性に応じた健康的な生活習慣を実践する」「３ 市民自らが健康を管理する」を統合し、

次期計画の基本方針として「１ ライフコースアプローチを踏まえた健康づくりの推進」、

具体的取り組みとして「（１）からだの健康づくりを支援する」「（２）こころの健康づくり

を支援する」「（３）健康を保持・増進できる環境づくり」としました。修正の理由としま

しては、現行計画の「基本方針２ ライフステージの特性に応じた健康的な生活習慣を実

践する」については、紐づく構成事業が他の方針と重複することが多く、同じ説明が繰り

返し掲載されているため、次期計画では基本方針から削除し、代わりに各事業や取組に対

象年代を表示することで、よりわかりやすく体系を整理します。また、国・都がそれぞれ

の計画で掲げるライフコースアプローチ、これは人生の各段階を各時点ではなく、時間軸

でつなげて健康を考え、早い時期からの支援や環境整備によって、生涯の健康と健康格差

の縮小を目指すアプローチのことですが、この考えを柱としているため、本市の計画にお

いても基本方針とするものです。 

２点目、現行計画、基本方針の「４ 新たな時代におけるソーシャルキャピタルの発展」

を継続とし、「２ ソーシャルキャピタルを活用した健康づくりの推進」としました。修正

の理由としましては、少子高齢化や地域のつながりの希薄化が社会問題となっており、ソ

ーシャルキャピタルを活用した取組は重要な視点であることから、継続して基本方針とし、

これまでの２次計画及び３次計画ではソーシャルキャピタルの「醸成・発展」に取り組ん

できており、今後は活用を図っていくためです。 

３点目は、「３ 健康危機管理体制の充実」を新設としました。新設の理由としましては、

熱中症対策推進事業の根拠法令でもある改正機構変動改正法や新型コロナウイルスなどの

新興感染症の流行等も含めた災害対応の整備が求められており、災害時の医療体制の整備



12 

 

等を第７次府中市総合計画後期基本計画の主要な取組としているため、「健康危機管理体制

の充実」を新たに基本方針に加えたいと考えています。 

続きまして、資料の裏面、食育推進計画の骨子案について、ご説明させていただきます。 

１点目、現行計画 基本方針１「健康寿命の延伸に向けた食生活の意識を高める」及び

基本方針２「ライフステージの特性に応じた食生活を実践する」につきましては、「１ライ

フコースアプローチを踏まえた食育の推進」に統合いたしました。 

修正の理由としましては、保健計画と同様ですが、食育の推進にあたっては、年代ごと

に異なる課題や特性に応じた支援・啓発が不可欠であり、特に食生活の基盤は幼少期～若

い時期に形成されるため、生涯を通じた健康づくりを実現するためには、将来を見据えて、

各ライフステージに応じた食へのアプローチを行うことが重要であると考えております。 

２点目、現行計画 基本方針３「地域や関係機関との連携・協働による食育を推進する」

につきましては、保健計画でのみ取り入れていた「ソーシャルキャピタル」を取り入れる

こととし、食育においても関係機関との連携・協働による推進により広く食からの健康づ

くりを推進していく必要があると考えました。また、市では食育推進ボランティアとして、

食育推進リーダーを養成・育成しており、現在、個人での活動の場を整備しているところ

です。食育推進リーダーとして登録いただいた方には、食育に関する情報発信をしていく

ことで、その情報を地域に広めていただいたり、活動の機会をお知らせすることにより、

連携・協働した取組を展開していくことを想定しています。 

さらに、東京都健康推進プラン 21 では、事業者や就業者数が多い都内において、自治体

のみならず、職域での健康づくりの取組が重要であることが示されているため、次期計画

では「ソーシャルキャピタルを活用した食育の推進」としました。 

３点目、「より良い食環境づくりの推進」を新設としました。食品ロスや食文化・災害時

の食等については、上記２つの基本方針に組み込むことが難しく、持続可能な食の実現（食

品ロス削減・地産地消）や食文化の継承、災害に備えた食など、多角的な食育の課題を包

括的に捉えていく必要があるためです。説明は以上です。 

 

【会長】 

ご質問、ご意見いかがでしょうか。 

 

【委員】 

説明ありがとうございました。食育推進計画のほうのソーシャルキャピタルを活用した

食育の推進、２番の協働による食育を推進するとあります。今は、いろいろなことが分か

っているけれどなかなか食のことを分かっていないで、生活習慣病とかになられる方が多

くいます。自然に健康になれる環境づくりという意味を込めてこちらの協議会に、コンビ

ニエンスストアの代表の方もいらっしゃいます。コンビニで作られている総菜とか色んな

ものも含めてコンビニに限らず、スーパーでは塩分を非常に考えたものになっておりまし

て、以前に比べるとうんと美味しくもなっておりますし、また塩分を控えているなと考え

ております。そういった意味も含めて成分表示もきちんとされているのだけれども、それ

を見る能力も健康推進課のほうで醸成していただきながら進めていただけたらありがたい

なという意味でお話させていただきました。以上です。 
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【会長】 

ありがとうございました。事務局いかがですか。 

 

【事務局】 

はい、ありがとうございます。コンビニエンスストアさんとか、スーパーでの取り組み

ということでお話いただいたところでございますが、今年度、令和７年度９月にセブン－

イレブン・ジャパン様と連携させていただきました。市内の都立農業高校にセブンイレブ

ンさんと授業にお伺いまして、市民の食生活状況について、野菜の摂取状況が足りないと

いうことを生徒さんにお伝えさせていただきました。その状況をどうにか改善していきた

いというところで、セブンイレブン市内４０店舗で野菜の摂取量を増やそうというポップ

を掲出させていただくという取り組みを実施させていただきました。ポップの作成にあた

りましては、生徒の皆さんに啓発のワードなども含めてお作りいただきデザインもしてい

ただきました。９月が食生活改善普及運動の取り組み強化月間になっておりましたので、

そこと併せて１か月間市内のセブンイレブンさんで啓発をさせていただいたところになっ

ております。来年度につきましても引き続き同じような取り組みができるよう準備を進め

ているところでございます。食品成分表示の見方につきましては、現行の計画にも記載し

ているところですが、食塩相当量というところの記載があるかと思います。減塩の取り組

み・啓発を行っており、成分表示をご確認いただくということでホームページなどを通じ

てご案内させていただいているところですが、より広く市民の皆様にご理解いただけるよ

うに啓発に努めてまいりたいと思っております。 

 

【会長】 

ありがとうございます。たしかにライフコースアプローチですと高校生の時からの教育

が重要だということだと思います。一方、セブンイレブンさんが色々モデルを作っていた

だいているということは非常に良いと思うのですが、必ずしも皆さんがセブンイレブンば

かりで野菜を買おうというものではないと思います。そのあたり市のほうで、調査で例え

ばどういうところで野菜とか食品を買っていたかというのが入っていたかどうか。例えば

大手のスーパーのほうが買うなら、そういうところでもモデルを啓発していただくという

ことも大事かなと思います。第一歩としてセブンイレブンさんとの取り組みをできるだけ

横展開していただくことが大事かなと思いますのでよろしくお願いいたします。他はいか

がでしょうか。 

 

【委員】 

一つ質問なのですが、基本方針が変わったことで基本理念も変更はあるのでしょうか。 

 

【事務局】 

ご質問ありがとうございます。基本理念については今のところ現行の計画のものを示さ

せていただいているのですが、基本的に方向性は変わっていないのでこのままいく可能性

はありますこれから細かく計画の中身を付け加えていくことになりますので、その中でエ
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ッセンスとして基本理念に挙げる必要性があるような言葉が出てくれば、次回以降の協議

会でお示しをさせていただければと思っております。 

 

【委員】 

ありがとうございます。 

 

【会長】 

あとはいかがでしょうか。 

 

【委員】 

野菜の摂取に関するお話があったのですが、一応私が聞いた話が間違っていなければふ

くよかな方が多いアメリカ人のほうが、平均摂取量が日本人より多くなっているっていう

のを読んでいるので、これを摂りましょうというのも大事なのですが、いかに日本人が食

べなくなったとか世界との比較もテーマとしてみせるのも面白いと思いました。こういう

年齢別の対応とか、食に関する話、和食に関する話ですが、あまりコストが意識されてい

ない。だいたいレシピから入ります。それはそれで分かるのですが、一般的にレシピはあ

ふれているけれど、ほとんどのご家庭ではなかなか取り組めていないです。家族があまり

新しいことをやっても不評で、いつもので良いという話が多くでます。そういうありふれ

た家庭の料理におけるコストと栄養価というのをもうちょっとわかるようにしたほうが良

いかなと。非常に簡単な和朝食のイメージで、これだけ摂れますとか、あんまり頑張って

無理してやらなくても、できるだけ包丁を使わずに１回の消費で何日間か持つようなかた

ちで、しかもコストも栄養価もこうなのだと伝える。それは塩分の話にもあったのですが、

そこだけではなく全般的に年齢別必要摂取量に対して、こういうメニューでどれくらい一

食で摂れるのかというのを見せると面白いかなという風に思いました。 

 

【会長】 

ありがとうございました。 

 

【委員】 

仰る通りだなと思いながら聞いておりました。おそらく栄養士さんたちのほうで進めて

おられるかなと思いますが、ワンコインで作るメニューとか、それに加えて時短みたいな

ところで、仕事しながらでも家庭の料理を出していくというようなことを考えますと忙し

くてもちゃんと作れる簡単メニューに、何分で作れますと表示しているようなメニューも

出てきていると思いますので、参考に進めていただければ良いなと思いました。ありがと

うございます。 

 

【委員】 

私事で良いですか。シルバー人材センターの府中市パパママ応援というところで、産後

産前のご飯づくりに行っています。近頃の若い人は共働きです。二人目だと赤ちゃんが泣

いて余裕がないからご飯が作れない。そこの家庭はスープを作るのに１時間かかりますと
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言っており、普段どうされているのって聞くと、煮物とかお惣菜を買ってきていますと言

っていました。今色々と物価が高いので時短で安くとお教えしました。この間すごく嬉し

かったのは、鶏ひき肉のれんこんつくねを作っていますが、これが毎週のようにお願いさ

れるんです。簡単だから作ってねと伝え、動画を撮ってもらい「お子さんの弁当にも楽で

すよ。」と伝えました。そういうこともやっていますが、やっぱり料理の仕方が分からない

若い方が多いのと、身近に炒めれば食べられるものもあります。離乳食にも関わったりし

ております。すごくにこにこする赤ちゃんがいると本当に涙が出ます。そういう報告をさ

せていただきたいと思います。 

 

【会長】 

さきほどから議論になっていますが、色々事業所との連携というところで、セブンイレ

ブンさんの高校生へのアプローチは好事例をお持ちだと思うのですが、今回高校生をとい

うようなところをクローズアップされたのはセブンさんのほうのご提案なのか、あるいは

色々ある駒の中でご提案されたのか、その辺の背景というのをもしよろしければいただけ

ますでしょうか。 

 

【委員】 

ご質問ありがとうございます。当初、東京農業高校さんと連携というものが始まったの

が弊社の社員が卒業生だったというところで、その卒業生が先生に他の自治体で出張授業

に行って楽しかったですという話をしたら、うちの高校でもできないかという話をいただ

きました。学校様と連携していく中でもせっかく私も委員になっている以上、府中市様と

何かやっていけないかということでご相談させていただいたというところがまずはスター

トとなっております。 

 

【会長】 

ということは府中市オリジナルのプログラムということなのですね。ありがとうござい

ます。農業高校さんというと作物を生み出す方法というところからの連携というところで

非常に大事かなと思うのですが、このあたりマインズ協同農業組合さんのお立場として何

かご意見とかご提案とかないでしょうか。アイデアでも結構ですので。 

 

【委員】 

こちらとしては以前やったことがあるのですが、JA の関係で、新宿のほうに JA 東京ア

グリパークというものがありまして、南口で農業高校と一度コラボをして高校生たちとブ

ルーベリー等をスムージーとして作りながらやったことがあります。職員からも農業高校

と積極的にコラボしていったほうが良いのではないかという意見もありまして。農工大と

野口酒造さんとお米の関係で、農工大が開発したさくら福姫を作って野口酒造で買い取っ

て新しいお酒を造るというのも始まっているので、色んな関係でやっているのかなと思い

ます。 
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【会長】 

ありがとうございます。農業高校さんだけではなくて色んな団体さんと連携されるとい

うことだと思います。その次にでてきました地産地消とかいろんな切り口で農協さんも食

の伝統づくりに寄与されていると思います。この協議会で存じ上げるわけですが、市の方

も食のネットワークに関して広報を広げていただけることも大事かなと思いました。とい

うのも食に関してのソーシャルキャピタルの発展ということで食育推進リーダーさん中心

というだけではなく、お店とか農協さんとか学校とかすべて食に関係するものがあの手こ

の手でつながっているというのが本来のソーシャルキャピタルだと思います。そういう意

味ではこれだけ色々ポテンシャルというかプレイヤーがたくさんいらっしゃる府中市です

ので、それをいかにつないでデザインしていかれるかというのが府中市の役目かなと思い

ます。一度きれいな食のソーシャルキャピタルのマップみたいな、関係機関の関連図みた

いなものをお作りいただくと理解しやすいでしょうし、まだこことここがあまりつながっ

ていないのかなとか、ここがつながると相乗効果が出そうだなみたいなこともあると思い

ますので、また機会を見つけてそういったものをお作りいただくとありがたいかなと思い

ました。 

 

【委員】 

色々と質問、議論ありがとうございます。農水省の第五次食育推進基本計画でも、大人

の食育を大きく出してきています。これまで子供たちを中心にというものが多かったと思

うのですが、食育全体で考えますと子供からお年寄りまでみんなが対象となります。大人

となりますと食習慣が確立してしまっているところに生活習慣を直しましょうというのは

中々受け入れてもらえないので、それよりも切り口を変えて食をもっと楽しみましょうと

いう観点で色んな形で企業さんを巻き込んで大人の食育というのが進んできています。府

中市さんの方もライフコースをということですが、今のお話を聞いていますとソーシャル

キャピタルのところで協働しながら色んな組織がコラボしながらやっていくというのが、

もしかしたら今後キーワードになっていくと思いますので食育のコラボも発展されていく

事を期待しております。よろしくお願いいたします。 

 

【会長】 

今のこれまでの食に関すること、あるいは保健計画でも良いのですが、特に高齢のほう

は遠慮しているのかなと思います。委員はどうでしょうか。 

 

【委員】 

ありがとうございます。本当に色々勉強させてもらっているなと思って聞いています。

私は、介護予防推進センターというところで 65 歳以上の市民の方々の健康づくりを担って

いるところですが、委員であったり、皆様からあったように大人の食育はやらなくてはい

けないことです。食生活が何にも変わらないから、実際に短期集中予防サービスといって

いわゆる居宅の方たちに向けた体づくりを支援しているのですが、どうしてもフレイルに

なっていって食が変わらない、病院に行って栄養相談を受けても細かくてやる気がしなく

て続かないなどどうしようか、どうやって食べてもらおうかという改善が必要。それが大
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体男の人が多くて、どうしようかなというところが悩みです。そして、男の方たちが食生

活を変えていくには、厨房に入るのが一番ということが私たちの教室の中ではすごく見え

てきていて、意外と口コミが大きくて、「これをやったら美味しいものが自分で食べられる

よ、健康になれるよ」というところですごくニーズが高くなっているなということが肌感

では分かりますが、仰っている数字で見えてきてないのでどうしようかなというところで

す。男の方は議論がすごく好きだからこういうところが見えているよというと、じゃあや

ろうかなとなってくれるのかなと思います。とにかく男性の方の食育みたいなところがす

ごく悩みの種でもあるし、これから取り組んでいきたいところでもあるなと、今日すごく

良い勉強になりました。ありがとうございました。 

 

【会長】 

男性は道具から凝るとか、凝りだすと止まらないとかあると思いますが、特に高齢にな

ってくるとトレーニングだけして、栄養補給ができずかえってフレイルが増悪したりとい

うようなこともあります。健康教育面でも食べながら運動するということの重要性を、ま

だまだ周知が不十分かなというところはあるかなと思います。一方、高齢になってくると

どうしても自分で一から料理するというのは特に一人暮らしの方の場合、毎食となるとち

ょっと難しいと思います。中食とかレトルトのものを上手に取り合わせて食べていくとい

うことが、これからお店屋さんのあるいはスーパーあるいはコンビニさんの協力なり、理

解がないと中々難しいところかなと思います。料理が中々できない方の対応といいますか、

今はそういう中食ですとか補助食を取っていくということはありきということでよろしい

んでしょうか。 

 

【委員】 

そうですね、やっぱり何をどう選んだら良いかというヒントが分かるようにしてあげる

と良いと思います。各グループの活動の中でそういった要素を入れていただくと良いなと

思いますし、全部手作りで毎日手作りは男性でも女性でも疲れてしまうと思います。もち

ろん大事なことですが、できないっていうケースも結構あるかなと思いますので、ちょっ

と手抜きをするとか、今日はお惣菜買うなど。先ほど食品の表示という話もありましたが、

お惣菜を選ぶ時も食品表示を見てどういうふうに選んだら良いかとか、A と B だったらこ

っちを選んだほうが良いよとか、そういうヒントが得られるようになると選びやすくなる

だろうし、そういう食環境を行政側からも呼びかけて各お店に協力してもらうことも必要

になるかなと思いますので、進めていただけると良いのではないかと思います。 

 

【会長】 

セブンイレブンさんとかですと分かりやすい表示とか色々と工夫はされているかなと思

いますが、その辺は単身者とかおひとりで料理を毎回作るのが厳しい方向けのマーケティ

ングや戦略みたいなものは委員で何か情報提供していただけるようなものはございますか。 

 

【委員】 

ご質問いただきありがとうございます。実は弊社もそこがとても大きな課題だなと感じ
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ている部分でございまして、ホームページの方で食の安全と食べ方というところを啓発し

ているのですが、なかなかそこの部署の者に聞いてみても啓発は進まないというところで

す。ホームページ上で公開して、一応皆様にも YouTube 等々を使いながら動画を作って啓

発はしているが、中々浸透しないというのが現状の課題です。 

 

【会長】 

ありがとうございます。どうしても現場でこっちにしようかどっちにしようかというの

が多いのかなとも思いますので、ホームページを見て予習してから行くというのはなかな

か難しいところもあると思います。是非またこの協議会の中で逆にセブンさんがヒントを

もらっていただいてビジネス化していただいてというのを期待したいと思います。よろし

くお願いします。 

 

【委員】 

さきほどさくら福姫の話をされたので、一言だけ。大川先生という農工大の先生がだい

ぶ前に開発されまして、とても強いお米です。非常に高く育って、なおかつ倒れない。手

狩りするのが嫌になるくらい幹が太い。外米を半分くらい使ってコシヒカリも何回もかけ

あわせたお米で、復興支援で福島に入られてそこから少しずつ広がって、最終的に府中で

作ったお米を府中の農家さんも作って、府中の水でお酒にするということで國府鶴の一つ

のブランドとして、非常に好評です。もちろん府中の農家さんでも４件くらいしかやって

いないため、それでは足りないので埼玉の農家さんにも作ってもらって、國府鶴になって

いるという府中の非常に良いブランドになりつつあるお酒です。お米本来の甘みを感じる

端麗辛口ではない、辛いのとは逆の方向のお酒というのが一つあります。それからさっき

コストのことを言ったのですが、うちの業界もこの２年間翻弄されまくりの、倍ぐらいの

値段になっていますので、非常に厳しいです。一食、一膳いくらかを考えたことがないと

思います。ぜひそういうのを考えていただきたいなと思います。ペットボトルが買えるの

なら、今のお米の値段だと半分というようなイメージですね。簡単に言うと１５０グラム

のごはん、５０００円のお米で一膳６５円。さっき言ったコストというのはそういうこと

です。お米だけではないのですが、買うものの可食部を考えたときに、本当にいくらなの

かということを知恵としてぜひ市民・消費者に伝えられたら良いなという風に思います。

妻が民生委員をやっている関係、あと自分の店の関係でもこども食堂との付き合いがかな

りありまして、皆さん非常に頑張ってやってらっしゃいますが。とにかく悩みは、その来

る方のご家庭の食生活の改善につながっているとは思えないという部分です。結局ひと月

に一回とか提供はして喜んでいただいているけれども、結局そのお家でより簡単にコスト

かけずにできるだけ良いものを食べてもらって、そのお家自体も健康改善に繋がっていけ

ば良いのですが、そういう風に見えないというのが皆さんの悩みです。ですので、このあ

たりもさっき言ったように、コストとかできるだけ手抜きじゃないけれどもベーシックな

ものを出すというような形でやってほしいなと思います。それと直接つながるわけではな

いですが、やっぱり中学校・小学校で学校に来られない子どもたちは、府中でも一学年２

０人は必ずいると聞いています。そういう背景にもこういう栄養事情・食生活事情がある

だろうなと思うので、何とかその辺の全体的な改善につながっていけば良いなという風に
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思います。そのひとつのポイントとして、コストと手間というのがかかってくるのかなと

思います。 

 

【会長】 

非常に重要なご指摘かなと思いました。たしかにこども食堂は、もうあちこちで散大し

てやっていらっしゃいますが、そのクオリティと言いますか、単にご飯を食べて終わりで

はなくて、いかに日頃の生活に変えられるかというところだと思います。これは例えば栄

養士さんや保健師さんが後方で支援されているのかどうかにもあるかと思います。そもそ

も後方で支援していても子どもたちだけがきて食べて帰るだけですと指導しようもなかっ

たりするかと思います。非常に大事なこども食堂というソーシャルキャピタルの要になる

かなと思いますが、そのあたりは市役所としてはどういう関わり方をなさっているのか、

あるいはどういう関わり方が難しいのかとか。そのあたり現状でもわかればちょっと教え

ていただければと、いかがでしょうか。 

 

【事務局】 

こども食堂は今とりまとめをこども家庭支援課の方で執り行っておりまして。私が以前

子育て応援課にいたときはそこでこども食堂さんとは連携させていただいていたのですが。

今の状況はわからないですが、その当時は年に２回くらいこども食堂さんとフードバンク

さんの団体皆さんに集まっていただいて連絡会というのを開催していました。各団体こん

なことをやっているという情報共有だったり、あとは保健所の方に来ていただいて食中毒

予防の研修、ミニ研修みたいなのをやったりということはやっていました。当時、栄養士

さんにきていただいてということは特にはなかったです。ひとり親家庭の相談をやってい

る保健師にちょっときてもらって、相談に乗ってもらうという福祉的な観点での支援をし

ていたことがあります。各食堂さんも目的というか、栄養改善とか生活改善というところ

までを目的としてやってらっしゃるところもあれば、地域に居場所を作りたいなという観

点でやっている食堂さんもあったり、あとは教会さんが自主的にやられているところとか

もあったり、それぞれの団体で目的としているところが違う部分はあります。そういうと

ころの中の一つの視点として栄養改善だったりとか、委員がおっしゃるようにコストだっ

たり、手間だったりをうまく伝えていって、日頃の生活改善につなげていってもらい、子

どもたちの栄養改善につなげていってもらうというような取り組み、その視点は非常に大

事なところかなと思っていますので、所管する子ども家庭支援課の方と連絡をとりながら、

栄養士自体は連携をとって、庁内で連絡会をやっているので、そういったところで情報共

有しながら対応していければと思っています。 

 

【会長】 

おっしゃるように、これはこども食堂だけではなく、市民団体がそれぞれ目的も違えば、

背景も違いますので、皆右向け右というわけではないと思います。食を介して集まってい

る場所なので、先ほど委員がおっしゃったような、民生委員の目でみたらちょっと問題が

あるよとか、これもう少し改善したら一石二鳥かなというようなことは多々あるかと思い

ます。それはやっぱり単にこども食堂の運営者のリーダーの中で、意識されているかどう
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かも分からないかと思いますので、やっぱりできるだけ色々な立場の方と対話をしながら、

最低限栄養教育・食品への教育をちょい足しするくらいの、スタンダードなものをよくし

ていただくと良いのではないかと思います。あとパプリカさんですかね、食のボランティ

アさんなんかも例えばこども食堂と連携されているようなところも、サポートされている

ところもあるのでしょうか。その辺はどうでしょうか。 

 

【委員】 

高齢者食堂を介護予防センターで月１回やっております。色々制約があってちょっと広

げられないところもあります。ただ、別に地域の防災訓練、先月３月１日もさせていただ

いたのですが、そこで防災訓練をとおして、地域の自治会さんとつながったり、防災訓練

の時に介護予防センターで府中体操をやっていただいたりして、地域とのつながりを大事

にしております。つなげていけばまた広がっていくのではないかと私は思っています。 

 

【会長】 

たしかに行政の縦割りで東京都の財布の出し方がちょっと違うと思います。むしろパプ

リカさんのように、知識も経験もあるような市民の団体さんがいらっしゃるので、市民レ

ベルで食に関してこども食堂を応援されたり、そこにも出張というようなことも非常に大

事かなと思います。町・自治体によっては、食改さんみたいな立場の方が高齢から子育て

世代まで、いろんなところで活躍されているというところもあるかと思います。全て行政

のシステムで、縦割りで動かないといけないというのではなく、逆に市民レベルの活動と

して、色々縦にも横にも動いていただくということが大事かなと思います。またそれが多

世代交流と言いますか、子供たちとの世代間交流にもなるのかなと思いますので、ちょっ

とアンテナを立てていただけると。 

 

【委員】 

アンテナは立てているのですが、なかなかボランティアですので。会員さんが働きなが

ら活動してくださる方もいらっしゃいますし、高齢化になっているところもあります。だ

からなるべく辞めないできてくださいねと言っています。今やっと育ってきている状態だ

なと思っています。長く楽しくやっていただくという考え方もあります。ボランティアの

考え方ってすごく難しくて、今日は来てよかったなという感じでやっていけたら長続きす

るのかなとは思っています。 

 

【会長】 

そうですね。本当に多世代型の食堂をやっているところも、楽しいからやっている、や

りがいがあるからシニアの方もお手伝いにきて、一緒に子どもたちとご飯をしっかり食べ

て帰られるという、そういうことになれば良いかなと思っています。ありがとうございま

す。他はいかがでしょうか。 

 

【委員】 

私は保健計画のほうで、ずいぶん変わる形で新設の健康危機管理体制の充実はすごく大
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事だなと思います。熱中症、感染症、あと大規模災害という形で、昨今のその流れ、新し

い取り組みとしては、直接健康にも関わってきますし、平時というよりは危機対策という

観点になってくると思います。熱中症であったり、感染症に関しては、多摩府中保健所さ

んと協働、行政だけではなくて保健所であったり、各医療機関も携わってきますし。大規

模災害になれば今度消防であったり、実際避難所の運用であったり、そういったところで

の健康対策ということになれば色々な各関係機関が出てくるとは思います。たぶんそうす

ると保健計画の枠組みだけではなく、いろんなところとの兼ね合いもあるのかなという風

に思います。たぶんそうすると保健所さん巻き込んで、薬局とか危機対策課とかともこう

いった場合はコラボしていくのかなと思います。その分今までのやつが全部統合されてい

てという形になっていて、当然だと思います。やっていたことは正しいわけだし、整理し

てって形になっていくと思います。これでやっていって、必要な取り組みは残すし、あん

まり必要性が高くないものは整理していくという風な流れかなとは思ってはいます。やっ

ぱり横文字は正直ちょっと辛いものがあって、ライフコースアプローチってなんだろうと

か。知らない人からいうとソーシャルキャピタルってなんだろうみたいな。横文字が増え

ていくにしたがって、普通の人たちの関心が逆に薄れる可能性は高いので、その辺はちょ

っと世の流れ、こういう感じなのかなとは思いますが。一応基本的に理念としてはやはり、

市民があまねく健康を維持して健康な生活を送れるということを担保するための行政とし

ての取り組みだと思うので、大事な形ではないかなと思います。新設は大賛成なので、ぜ

ひどうぞやっていただきたい。食に関してですが、みなさん良い食事を食べましょうって

いうのはとてもあると思いますが、現場でやっていて思うのは、特に大人の貧困は今後問

題になると思う。物価がすごい勢いで上がっていますし、低年金であったり、中途半端な

低年金の高齢者。団塊ジュニア、私たちの世代もですが。非正規で働いていて、収入も不

安定。当然国民年金だし、国民年金も下手したら払ってないような人たちがいっぱいいる

ので。この先１０年、２０年すると、必要最低限のカロリーも取れないし、本当にもう明

らかに栄養失調っていうような方、酒だけ飲んで終わりみたいな方も絶対に増えてくる。

景気が悪くなれば、どうしても出てくるので。もしかしたら四次はこれで良いと思います

が、もしその先になった場合に、大人の貧困。もっと社会の状況が悪くなれば、青少年の

薬物だったり、いろんな生活面での問題点が、出てきちゃう可能性はやっぱ出てくると思

うので。そういったものも少し食育っていう形でも接して。子供食堂も大事ですが、大人

のフードバンクとか。都心だと炊き出しはありますが、府中ではたぶんあんまり炊き出し

はないと思う。そういった困った人にあまねく何かしらの手を差し伸べるっていうことが

もしかしたらいるかな。古い団地とかの人を見ていると、食べてないよね、どうしている

のっていう。なんか適当な感じの、だんだん買い物難民っぽくなってくると、買い物どう

しているのって言ったら、行かないっていう。近所の人にもらってというのもあったりし

て。出てくる人は良いですが、出てこられない、何もできない大人の人たちは一定の割合

でいます。災害になった時は特にそうです。あの人いたはずだけど出てこないよね、みた

いな話は当然出てくると思うので。もしこういう福祉計画ってユニバーサルに取りこぼし

がないという風なことを考えるのであれば、出てこない人たちにアプローチをどうするの

かっていうのはどこかで考えていく必要が少しあるのかなと。共同体が崩壊しています。

お祭りもやらないし、宗教の集まりもないし、自治会もだんだん構成している人が減って
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いるし、あと情報を持っているのは税金を納めているかどうかの行政だけみたいな。住民

の自治会がないと誰が住んでいるかわかんない。結構あるので、そういったところももし

かしたら何かアウトリーチが必要かなという風には思っている。 

 

【会長】 

ありがとうございます。非常に重要なご指摘かと思います。通常健康づくりといったよ

うな、こういった一次予防的な取り組みは、本当に一般の市民の上位の方、氷山の一角の

方が参画されて、関心を持たれるかと思いますが、一方そういった方でも病気とか、ケガ

でクリニックとか病院にはかかる方が多数いらっしゃるわけです。最近やっぱり予防的な、

公衆衛生的な地域保健のアプローチでは限界があるでしょうから。そういった方、リスク

がある方と巡り合えないと。そういう意味でまず医療機関、特にかかりつけのドクターと

か歯科医の先生方が入口で、今おっしゃったようにちょっとこの人は心配だなみたいな方

をいっぱい抱えていらっしゃると思うので、そういう先生方が次じゃあどこにすぐバトン

タッチできるかといったような。福祉の部門なのか、保健の部門なのかわかりませんが、

せっかくクリニックにターゲットの方がいらっしゃるので、その方を引き継いで連携する

システムというのが、たぶん府中市でもあるのかもしれないですが。第４期はそこも大事

なソーシャルキャピタルだと思いますので、充実させていただくということが大事かなと

いうことで、ご意見いただいたと思います。ありがとうございます。 

それでは大体一通りですね、時間にもなりましたので。一旦今日の議論はここまでとさ

せていただきます。その他ということで、事務局からお願いいたします。 

 

４ その他  

 ・議事録確認について 

本協議会の議事録につきましては、後日、議事録作成のために確認をお願いするメール

など送付いたしますので、その際は、ご協力お願いいたします。 

 ・委員の任期及び次年度の予定について 

今年度の協議会は、本日で終了となります。本協議会の委員の任期は２年となるため、

現委員の皆さまにおける体制としては、今回の協議会をもって、いったん任期終了となり

ます。しかしながら、本協議会は来年度以降も引き続き実施してまいります。次期の委員

推薦依頼につきましては、各機関に発出させていただいております。年度末から年度初め

にかけてご多忙の折、大変恐縮ですが、開催に当たってのご相談等、またこちらからご連

絡させていただいた際には、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

最後に福祉保健部長の佐藤よりひと言ご挨拶申し上げます。 

 

【事務局】 

委員の皆様には、２年という任期の中で、計５回（R6:３回、R7:２回）にわたり、ご多

忙のところご協議をいただき、誠にありがとうございました。 

専門的知見から、また、それぞれ所属される団体等の立場や、あるいは市民の目線から

の貴重なご指摘、ご意見を頂戴しましたことに重ねて御礼申しあげます。 
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本日は諮問事項を伝達させていただき、令和９年度を初年度とする第４次保健計画及び

食育推進計画の骨子案等につきまして、ご協議いただきましたところでございますが、本

協議会では、来年度も引き続き次期計画策定にむけた検討を進めてまいります。 

皆様におかれましては、今年度をもちまして、今期の任期は満了となりますが、引き続

き、本市の保健福祉行政の運営にご理解ご協力賜りますようお願い申しあげ、また、これ

までのご尽力に深く感謝申しあげ、ご挨拶とさせていただきます。 

誠にありがとうございました。 

 

【会長】 

それではこれで解散ということでよろしいでしょうか。 

 

【事務局】 

その他で、委員の方からご連絡が一点ございます。 

 

【委員】 

すみません。お手元にあります資料だけ、ご案内させてください。３月２８日の土曜日

に、府中市のプラッツという市の施設を使わせていただきまして、「やりがい・いきがい発

見イベント」という社会福祉協議会との共催イベントになります。内容としましては、就

労や健康、地域活動などに興味がある、まだ何も活動もなさってない方をターゲットにし

て、プレシニア・シニアの方々に皆様の社会参加を促していけるようなものです。自分を

知って、何か自分が役立つことがないか、自分の興味のあるものに参加できないかという

ことを、今回やってみようということになりました。多くの方のご参加をいただく予定で、

今先着５０名のところは達したところでございます。またご報告はさせていただきますが、

こうやって多くの方々が、外に向けた目で参加していただければと思っております。よろ

しくお願いします。以上です。 

 

【会長】 

はい、ありがとうございます。５０歳以上、プレシニアからもということで。期待して

おります。ありがとうございました。 

それではお疲れ様でございました。 


